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【テーマ】先進物流技術の動向と日本の物流が乗りこえるべき課題 ～グローバルな視点から～
●進化する物流技術のトレンド
●日本のロジスティクスの現状と予想される近未来の状況
●日本のロジスティクスの生産性、品質及び国際的評価
●ロジスティクスの生産性と標準化・イノベーションの関係

～先進７カ国中労働生産性が最も高い米国を事例として～
●労働力の定着化、生産性・向上のため日本のロジスティクスが乗り越えなければならない課題

【講 師】株式会社 日通総合研究所 リサーチフェロー 田 阪 幹 雄 氏
【コーディネーター】東京大学大学院 農学生命科学研究科 農学共同研究員 包装管理士 打 田 宏 氏

㈱石野製作所 専務取締役 包装専士 高 橋 二 朗 氏

◆お問い合せ及び各種催しの申し込み先◆
〒104-0045 東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F
公益社団法人日本包装技術協会 担当：佐藤 TEL.03-3543-1189 FAX.03-3543-8970

●JPI催しのご案内はインターネットでも公開中です。 URL http : //www.jpi.or.jp

【テーマ】北極海航路での在来船によるコンテナ輸送について
コスコシッピンググループでは、2013年より在来船によって北極海航路を利用する極東・欧州間の海上輸送サービスを提
供してまいりました。
新しい輸送ルートへの期待がますます高まるなか、本年10月には欧州から北海道・苫小牧港に向けたコンテナ貨物として
は初のトライアル輸送を実施しましたので紹介します。

【講 師】コスコシッピングジャパン・トウホウ株式会社 営業部 高 宏 明 氏
【コーディネーター】三菱電機㈱ ロジスティクス部 専任 包装専士 武 田 正 臣 氏

旭化成㈱ フォーム製品営業部 包装専士 中 村 充 利 氏

研究会の参加申し込み方法について
2019年度より、当会研究会のお申し込みを、ホームページからのみの受付とさせて頂きます。
お手数でございますが、当会ホームページをご覧の上、研究会お申し込みページより、

参加登録を頂きたくお願い申し上げます。

URL：http : //www.jpi.or.jp/index.html
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―研究会の参加申し込み方法について―
JPIホームページより参加申し込みができます。

ホームページからのお申し込みを宜しくお願い致します。

●開催要領
公益社団法人日本包装技術協会 会議室 東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F
令和元年12月12日（木）［第1部］13：15~15：00 ［第2部］15：15~17：00
JPI法人・個人会員 : 無料／一般 : 3,300円（1部会、税込）

第 1部 第227回輸送包装研究会 13：15～15：00

第 2部 第228回輸送包装研究会 15：15～17：00

本研究会は包装や物流に関する専門的知識の普及を目的としたものであり、受講のためには同分野での経験が必要です。
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【個人情報の取扱いについて】
１．個人情報は『（公社)日本包装技術協会 月例研究会』の事業実施に関わる資料等の作成、ならびに当会が主催・実施する各事業におけるサービス提供や事業の

ご案内等のために利用させて頂きます。なお、作成資料は開催当日、関係者に限り、配布する場合があります。
２．参加申込によりご提供頂いた個人情報は、法令に基づく場合などを除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。

時 間 内 容
2月13日（木）
座 学

【段ボールの基礎】包装産業の規模・段ボールの特性・製造と設備・強度特性 他
【包装設計に必要な知識】段ボール箱の設計手順、寸法設計、圧縮強さ、材質選定、緩衝設計 他

2月14日（金）
実 習

【ケーススタディ実習】事例別グループに分かれ、段ボール箱を試作・発表資料を作成
【ケーススタディ発表】グループごとに試作品を発表・講評及びディスカッション 他

◆お間合せ先◆ (公社)日本包装技術協会 〒104-0045 東京都中央区築地4-1-1-10F 担当：佐藤 TEL : 03-3543-1189 e-mail : satou@jpi.or.jp

◆お間合せ先◆ (公社)日本包装技術協会 〒104-0045 東京都中央区築地4-1-1-10F 担当：佐藤 TEL : 03-3543-1189 e-mail : satou@jpi.or.jp

時 間 内 容

10 : 00~12 : 30
１．輸送包装と緩衝包装（輸送包装における、製品保護についての緩衝包装の必要性）
２．衝撃と振動の平易な力学（落下衝撃と輸送振動のマス－バネ系モデル化による作用力等について）
３．緩衝包装設計の手順（緩衝設計ステップ5法則の流通環境、製品易損性、材料、設計、試験について）
４．緩衝包装設計基本技法（緩衝材の性能を示した特性曲線図から緩衝材の厚さと面積を求める方法）

13 : 30~17 : 00
５．緩衝包装設計の応用技法と総合演習（現実的な緩衝包装設計をした後、設計・製作・試験・評価の模擬実験を行う。）
６．製品における緩衝包装設計（発泡プラスチック系、段ボール、パルプモールド、真空成型等の緩衝材別の設計）
７．緩衝包装設計の実例（実際の緩衝包装設計のCAD図面・写真・落下試験データ等の解説を行う）

時閏 講演内容 講 師

12 : 30～13 : 20 「エアゾールの基本設計と最近の傾向・特徴」 東洋エアゾール工業㈱ 加藤 猛 氏

13 : 30～14 : 20 「粘着ラベル素材概論」 リンテック㈱ 山本 貴司 氏

14 : 30～15 : 20 「なぜ今、世界から日本の化粧品・トイレタリーパッケージが注目されるのか」 P&G 藤田志津香 氏

15 : 30～16 : 50 質問タイム 講師
企画委員

◆お申込及びお問合せ先◆ (公社)日本包装技術協会 〒104-0045 東京都中央区築地4-1-1-10F 担当：竹内 TEL : 03-3543-1189 e-mail : takeuchi@jpi.or.jp

12 月度の見学会はございません。

第15回緩衝包装設計コース
～初級から中堅クラスまでの包装設計者に対応～

●開催要領
日 時：令和2年1月21日（火）10 : 00～17：00
参加費：1名につき 会員27,500円・一般38,500円（消費税・テキスト代・副読本代込み含む）
会 場：(公社)日本包装技術協会 会議室 東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10階
定 員：50名（定員になり次第締切となります）
講 師：㈱石野製作所 専務理事 包装専士 高橋 二朗 氏

●スケジュール（予定）

詳しくは専用パンフレット及び当会HP（http : //www.jpi.or.jp）にてご確認下さい

第45回段ボール包装設計コース
～初心者を対象に段ボールの特性・包装設計を学ぶ～

●開催要領
日 時：令和2年2月13日（木）～14日（金）１０:００～１７：３０
参 加 費：1名につき 会員：44,000円 ／ 一般：55,000円（消費税・テキスト代含む）
会 場：(公社)日本包装技術協会 会議室 東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10階
定 員：40名（定員になり次第締切となります）
講 師：レンゴー㈱ パッケージング部門 開発本部 包装技術部 東京包装技術第一課 担当部長代理 包装専士 大谷 昌義 氏

王子コンテナー㈱ 営業本部 CS推進部 包装技術 主幹 包装管理士 小林 昌弘 氏

●スケジュール（予定）

詳しくは専用パンフレット及び当会HP（http：//www.jpi.or.jp）にてご確認下さい

第27回化粧品包装セミナー
●開催要領
■日 程：令和元年12月11日（水）12 : 30～16 : 50 ■会 場：公益社団法人日本包装技術協会 A会議室
■主 催：公益社団法人日本包装技術協会 ■定 員：80名
■参加費：会員14,300円 ・会員三名同時申し込み13,200円 一般18,700円（消費税・テキスト代含む）

●プログラム

専用パンフレットにてお申し込み下さい。当会HP（http : //www.jpi.or.jp）からもご確認頂けます。


